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みやざき新農業創造プラン
第七次宮崎県農業・農村振興長期計画（後期計画）

〜新たな時代の変化に対応したみやざき農業の成長産業化を目指して〜

《第３編》基本計画
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第１章　施策の体系

《第３編》基本計画

（2） �国内外の産地間競争を勝ち抜く
生産体制の構築

（2） �豊かな地域資源を活用した魅力
ある農村地域の創造

（2） �安心して農業に取り組むための
防疫体制の強化

（2） �地球温暖化に挑戦するみやざき
農業の推進

（1） �本県農業の未来を切り拓く多様
な経営体の育成

（1） �多様な連携と交流で築く活力
ある農村地域の創造

（1） �農業セーフティネットの充実強化

（1） �環境負荷の低減による持続的
な生産環境の確保

（3） �農業構造の転換を加速化させる
技術開発と普及指導活動の展開

（3） �鳥獣被害に打ち勝つ農業の確立

（3） �食の安全・安心と消費者の信頼
確保の推進

（4） �新たなニーズに対応した売れる
仕組みづくり

（5） �農を核としたフードビジネスの
振興
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環境に優しく気候変動に
負けない農業の展開2

「儲かる農業」の実現1

連携と交流による
農村地域の再生3

責任ある安全な食料の
生産・供給体制の確立4
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　目標や将来像の実現に向け、成長産業化を促進する「産業政策」と農業・農村の多面的機能の
維持・発揮を促進する「地域政策」を車の両輪として進めるとの観点に立ち、「儲かる農業の実現」、

「環境に優しく気候変動に負けない農業の展開」、「連携と交流による農村地域の再生」、「責任ある
安全な食料の生産・供給体制の確立」を４本柱とする各種施策を展開します。

米

品目・畜種別振興

野 菜

果 樹

花 き

茶

肉 用 牛

飼 料
作 物

酪 農

養 豚

養 鶏

その他
普通作物

その他
特用作物

その他
家畜

① 地域農業の核となる担い手の育成　② 農業生産の将来を担う新規就農者の確保・育成
③ 地域営農を支える仕組みづくり　④ 女性や高齢者が活躍できる環境づくり
⑤ 他産業の活力を生かした新たな参入や連携の促進

① 農地の集約や再配分による生産の効率化  ② 強い産地づくりに向けた生産基盤整備の推進
③ 農業用施設等の適切な保全管理と長寿命化の推進
④ 「宮崎方式ＩＣＭ ～作物のちからフル活用プログラム～」を核とした生産性向上の推進

① 革新的な技術開発　② 地域農業をけん引する普及指導活動の展開

① 多様化に応えるブランド戦略の新展開　② 農産物輸送における効率化の促進
③ 新たな販路開拓や品目の拡大による輸出の促進

① 食品関連産業との連携による産地の育成　② 産学官連携による新たな価値の創出

① 環境保全型農業の推進

① 農商工連携や６次産業化による地域産業の育成　② 都市と農村の交流促進

① 農業経営安定対策の強化　② 災害に強い農業・農村づくりの推進

① イノベーションによる地球温暖化への挑戦

① 地域資源の発掘・活用による農村地域の再生

① 家畜防疫体制の強化　② 植物防疫体制の強化

① 地域ぐるみで取り組む鳥獣被害対策の推進

① 産地から食卓までをつなぐ安全・安心なシステムづくり　② 食育・地産地消の推進
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《第３編》第１章  施策の体系
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